家庭礼拝　2011年8月23日　コリント第Ⅱ　8章　自発的な施し

　賛美歌402　いともとうとき　聖書朗読　　祈り　奨励説教　一分黙想　全員祈り　主の祈り　　賛美歌482　わが主イエスいとうるわし
起

今日の、8章はこれまでの7章までの流れと違っています。これまでのパウロの話は、基本的にはコリント教会に対する自己弁明でした。ですが8章からの話はエルサレム教会への献金の話に切り替わります。エルサレム教会への献金は異邦人伝道を認めてもらうときの約束であり、また、キリスト教がひとつとなって活動するための試金石でもあり、コリント教会の信仰者としての成長が試されるときでもありました。

いろいろな宗教で、捧げることの大切さを説いていますが、仏教ではこのようなささげものを布施と言います。特に修行の過程にあるものは六波羅蜜という六つの行を行って悟りにいたります。その六つの修行というのは、布施、持戒、忍辱、精進、禅定、知恵、の六つの行で行われます。布施はささげることであり、持戒は戒めを守ることであり、忍辱は辱めを耐え忍ぶことであり、精進は努力することであり、禅定は心を定め安定させることであり、知恵は思考によらない知恵、すなわち般若の知を発現させる事です。布施すなわち捧げることはその最初に書いてある大切なことになるわけです。捧げる事自身が修行なのです。
このパウロの行っている献金、捧げものも単に経済的にそれが必要だからということではありません。それはむしろ、私たちの信仰の成長にとって必要なものであり、捧げることができることが神様からの恵みであるとの考えに基づいているのです。

捧げるのはお金やものだけではありません。むしろ、私たちの体も心も捧げるのです。捧げつくせば、私たちには何も残らなくなると思ってしまいます。それが恐ろしくて、私たちは捧げつくすことができません。そして自分のものにしがみついている限り、私たちは、本当の神様の恵みを知ることができないのです。それは自分の力、自分の財産のほうを頼りがいのあるものと認めているからです。いかに自分を空っぽにして、神様にゆだねるか。それがこの捧げることや、布施の中に秘められている大切なことになるわけです。

献金のこととなると、すぐに十一献金のことが頭に浮かぶこともあります。このことを確実に行っているかどうか振り返ると、行っている人は、自分は正しく行っている、神様の前に安心だと思い、行えない人はその心に後ろめたさを覚えながら信仰生活を歩むことになります。これを義務として行うならば、それはすでに律法主義的な考え方であり、そのことから本当の恵みが与えられるとは思えません。多少の安心があるとしてもそれは自己満足でしかありません。それは一つの目安であって、十分の一で良いというものでもなく、十分の一でなければいけないというものでもありません。本来は、自分のすべてを明け渡す、捧げつくすまで行われるものです。それができるのは、捧げることの恵み喜びを感じた人だけができる恵みです。そのときに私たち自身の中に、神様自身が住んでくださるわけです。同じ十一献金であったとしても、余裕のある人の十一献金よりは、生きることもままならない人の十一献金のほうがより捧げつくしているといえるのかもしれません。そしてより大きな喜びを感じているのかもしれません。そのような人々に、神様はその恵みを注いでくれ喜びに満たしてくれるのだと思います。

私たちにとって、捧げることは神様への感謝の応答です。一方、捧げることが、仏教では布施として、ひとつの修行の項目に挙げられているように、私たちもまた、捧げることに、まだ十分な喜びを持って行えないならば、これを信仰的な成長のための、一つの方法として、日常的に自分自身を何かに捧げていくことが必要なのではないでしょうか。そうすれば、それは義務からではなく、感謝の応答であると共に、自分の成長のために喜んで進んで行う業として、行っていくことができ、それがいつしか神様にも隣人にも喜んでいただけるものへと変容していくのではないかと思っています。

承
さて、第二コリントの8章ですが、パウロはコリント教会の人々に、いきなりエルサレム教会に献金する様にとは言いませんでした。たぶんこの献金のことも原因して、こじれてしまったコリント教会との関係ですから、せっかくテトスによってその関係の修復が知らされたばかりの状態では、むしろ何も触れないほうがいいのではないかとさえ思いますが、パウロは決してそのことから逃げようとはしませんでした。あえてまた、この問題を正面からコリント教会の人々にお願いするのです。

でもその方法は慎重でした。いろいろなことを考え含めて提案しているのです。それはまず8章1節にあるように、マケドニアの教会のことを紹介することによってなされました。パウロはこう切り出しました。

２コリ 8:1　兄弟たち、マケドニア州の諸教会に与えられた神の恵みについて知らせましょう。
このように、パウロは、献金という言葉ではなく、神の恵みという言葉で始めたのです。諸教会に与えられた神の恵みについて、知らせましょう、といったのです。コリントの人々もこれには、いったいなんだろうと興味を引かれたと思います。そしてそのことについてパウロは語りだしました。2節です。

２コリ 8:2　彼らは苦しみによる激しい試練を受けていたのに、その満ち満ちた喜びと極度の貧しさがあふれ出て、人に惜しまず施す豊かさとなったということです。
（2Co 8:2 　They have been severely tested by the troubles they went through; but their joy was so great that they were extremely generous in their giving, even though they are very poor.）

マケドニア教会の人々は、決して平安と豊かさの中にあったのではなく、客観的には苦しみの中にあり、激しい試練を受けていたというのです。にもかかわらず、その心からは、満ち満ちた喜びと、極度の貧しさがあふれ出たといっています。日本語訳の極度の貧しさがあふれ出て、というニュアンスがわかりにくかったので英文を調べるとそちらのほうは、単に大変貧しかったにもかかわらずと、いう普通の表現になっています。いずれにしてもマケドニアの教会では、試練や貧しさの中で施すことができなかったのではなく、それにもかかわらず、喜びに満ち満ちていたので、人に惜しまず施す豊かさを持っていたということです。人に施すには、外の環境や状況ではなく、内なる喜び内なる豊かさこそが大切な要素である事を教えられます。ですから、施しができない理由を、外部の環境や条件のせいにしてはいけないのです。すべては心の中の問題なのです。信仰の問題なのです。だからこそ、施しはその恵みの試金石になるのです。そして、パウロは彼らの事をこう証しました。3節から6節です。

２コリ 8:3　わたしは証ししますが、彼らは力に応じて、また力以上に、自分から進んで、

２コリ 8:4　聖なる者たちを助けるための慈善の業と奉仕に参加させてほしいと、しきりにわたしたちに願い出たのでした。

２コリ 8:5　また、わたしたちの期待以上に、彼らはまず主に、次いで、神の御心にそってわたしたちにも自分自身を献げたので、

２コリ 8:6　わたしたちはテトスに、この慈善の業をあなたがたの間で始めたからには、やり遂げるようにと勧めました。

　マケドニアの教会の人々は、そのような試練や貧しさの中にあっても、聖なるものたちを助けるための、すなわち、エルサレム教会の人々を助けるための慈善の業と奉仕に参加させてほしいと、しきりに願い出たのでした。

パウロが言っているように、彼らはそれを、あるものは力に応じて、あるものは力以上に、自ら進んで願い出たのです。それをパウロは証言しますと言っています。そしてそれは、パウロたちの期待以上であったといいます。彼らはまず主に、次いで神の御心に沿って私たちにも自分自身を捧げたのだと言いました。このような事例を用いて、いよいよコリントの人々にもその慈善の業と奉仕とを勧めるのです。ですがそれはあっさりとこういったのです。6節にあるように、わたしたちはテトスに、この慈善の業をあなたがたの間で始めたからには、やり遂げるようにと勧めました、と言ったのです。まず最初のジャブは、コリントの人々に対して直接にではなく、テトスにそれをするように勧めたと言って、コリント教会の人々への心の準備をさせています。

転

そしていよいよ、コリントの人々に直接語りだします。7節から８節です。
２コリ 8:7　あなたがたは信仰、言葉、知識、あらゆる熱心、わたしたちから受ける愛など、すべての点で豊かなのですから、この慈善の業においても豊かな者となりなさい。

２コリ 8:8　わたしは命令としてこう言っているのではありません。他の人々の熱心に照らしてあなたがたの愛の純粋さを確かめようとして言うのです。

　パウロは、決してここでも捧げなさい、慈善を行いなさいとは言いませんでした。それは、慈善の業においても豊かなものとなりなさいと言ったのでした。あなた方が豊かになるように、慈善を行いなさいと言っているのです。あなたがたは信仰、言葉、知識、あらゆる熱心、わたしたちから受ける愛など、すべての点で豊かなのですから、この慈善の業においても豊かな者となりなさい。と、あらゆるものに豊かになる事を強調して言っているのです。私たちは、捧げることによっても、豊かになるのです。そしてさらに豊かに捧げることができるのです。ですがそうは言っても捧げれば、慈善を行えば、それだけ貧しくなるのではないだろうか、という思いも残るのかもしれません。パウロは、この時、イエスキリストを見なさいと言いました。イエス様こそ私たちにご自身を捧げてくださった方だからです。9節です。このように言いました。　
２コリ 8:9　あなたがたは、わたしたちの主イエス・キリストの恵みを知っています。すなわち、主は豊かであったのに、あなたがたのために貧しくなられた。それは、主の貧しさによって、あなたがたが豊かになるためだったのです。
パウロは、主は豊かであったのに、あなた方のために貧しくなられた。と言いました。その貧しさによって、あなた方が豊かになるためだったと言うのです。はじめに主が私たちのために貧しくなられた。私たちのために捧げてくださった。私たちのために命さえも与えてくださった。それによって、私たちが豊かにされているのだ。と言う事を思い起こさせるのです。そして、私たちが捧げることによって貧しくなるなら、それは主に習う、主に従うすばらしい恵みなのです。それは貧しくなることによって豊かになると言うパラドックスなのです。

そしていよいよ１0節から１2節になって、本格的に献金の勧めに入ります。なんと注意深くこの話を進めているでしょうか。徐々に徐々に注意深く核心に至るように話を進めているような気がします。パウロはまずこういいました。
２コリ 8:10　この件についてわたしの意見を述べておきます。それがあなたがたの益になるからです。あなたがたは、このことを去年から他に先がけて実行したばかりでなく、実行したいと願ってもいました。

２コリ 8:11　だから、今それをやり遂げなさい。進んで実行しようと思ったとおりに、自分が持っているものでやり遂げることです。

２コリ 8:12　進んで行う気持があれば、持たないものではなく、持っているものに応じて、神に受け入れられるのです。
　パウロの説得の仕方はこうでした。私の話すことは、それはあなた方の益になることです。そしてそのことは、あなた方が実行したいと願い、他に先駆けて実行したことです。それは私が言うからではなく、あなた方がやろうとした事を、今やり遂げなさい。と説得しているのです。そしてそれは進んで行う気持ちでやれば、神様が受け入れてくれるのです。持っているものに応じて行いなさい。持っていないものまで考える必要はないのです。と強くコリントの信徒たちの主体性を発揮するようにその背中を押しているのです。とにかく捧げ物はいやいややるのでは神様は喜んでくれないのです。それならむしろ何もしないほうが正直で良いのかもしれません。少なくてもいいから、持っているものだけでいいから進んで喜んで行う捧げものを神様は喜んで受け入れてくださいます。そのような捧げものを、今それをやり遂げる事を、神様は望んでおられるのかもしれません。そしてそのような捧げものや奉仕が、捧げる者を豊かにし、その行為自体が豊かな恵みとなるわけです。
このように、パウロはコリント教会の人々に献金の勧めをしました。そしてそのためにテトスがコリントに戻り、その献金を集めてくることになります。事はお金のことです。しかも大金になりそうです。前の章の7章の2節では、パウロは切に訴えました。私たちに心を開いてください。私たちは誰にも不義を行わず、誰をも破滅させず、誰からも騙し取ったりしませんでした。と言わざるを得なかったように、その陰には、パウロたちを信頼せず、パウロたちは私たちに不義を行おうとしている、私たちを破滅させようとしている、私たちのお金を騙し取ろうとしている、と疑っている人の存在があったのです。ですからパウロはテトスだけではなく、あと二人の人を同伴させることになりました。一人は、福音のことで至るところの教会で評判の高い人です。もう一人は、熱心な信者で、コリント教会にも信頼を寄せている人です。パウロは、このことについて公明正大にするために、そのようにしたと言うのです。そして、だからあなた方の愛の証を、その諸教会前で彼らに見せてほしいと、切なる訴えをしました。
結
　お金の問題は、教会と言えども厄介なものです。そこには赤裸々な本音が出てしまうのです。言葉だけで済むなら、ごまかしようもあるのでしょうが、お金を出すと言うことになると本音が見え隠れしてしまいます。いくら理屈を言っても、それは結局捧げるか捧げないかでわかってしまいます。私たちが捧げるのは、私たちの執着しているものを捧げるのです。本当は、この自分自身を全て捧げなければいけないのですが、それができないので、それの代理として、献金をし、奉仕をし、慈善を行います。それはまさに捧げさせていただく行為なのです。捧げることの中に私たちの魂に清めが生じ、神様が私たちの魂に入り込んでくださる余地が生じてくるのです。ですから捧げることは神様に感謝を表すことではありますが、私たちの成長にも大切なものであり、豊かな恵みなのです。
（1分間黙祷）（祈り）
天の父なる神様、私たちは自分自身を頼み、自分の財産を頼みそのことに執着して、自分を守ろうとしてしまいます。ですが、あなたは私たちのその執着を一つ一つはがし落とし、清いものとなって、あなたに委ねる者となるようにと私たちを導いてくださいます。あなたへの捧げ物はそのことを導いてくれる大切なものであるにもかかわらず、私たちの執着心はそれを拒もうとします。神様、どうかあなたへの捧げ物が私たちの成長を促す豊かな恵みであることを思い起こさせてください。あなたへの捧げ物があなたに喜ばれる、清い行いであることを信じさせてください。汚れた執着利己心から開放してください。他人と比較することなく、ただあなたを見つめて、感謝して、喜んで捧げるものとさせてください。
　私たちが互いに分かち合うものとなり、世界にあなたの豊かさが与えられますように。平和でありますように。この祈りを、主イエスキリストの御名によってお祈りいたします。
◆自発的な施し

２コリ 8:1　兄弟たち、マケドニア州の諸教会に与えられた神の恵みについて知らせましょう。

２コリ 8:2　彼らは苦しみによる激しい試練を受けていたのに、その満ち満ちた喜びと極度の貧しさがあふれ出て、人に惜しまず施す豊かさとなったということです。

２コリ 8:3　わたしは証ししますが、彼らは力に応じて、また力以上に、自分から進んで、

２コリ 8:4　聖なる者たちを助けるための慈善の業と奉仕に参加させてほしいと、しきりにわたしたちに願い出たのでした。

２コリ 8:5　また、わたしたちの期待以上に、彼らはまず主に、次いで、神の御心にそってわたしたちにも自分自身を献げたので、

２コリ 8:6　わたしたちはテトスに、この慈善の業をあなたがたの間で始めたからには、やり遂げるようにと勧めました。

２コリ 8:7　あなたがたは信仰、言葉、知識、あらゆる熱心、わたしたちから受ける愛など、すべての点で豊かなのですから、この慈善の業においても豊かな者となりなさい。

２コリ 8:8　わたしは命令としてこう言っているのではありません。他の人々の熱心に照らしてあなたがたの愛の純粋さを確かめようとして言うのです。

２コリ 8:9　あなたがたは、わたしたちの主イエス・キリストの恵みを知っています。すなわち、主は豊かであったのに、あなたがたのために貧しくなられた。それは、主の貧しさによって、あなたがたが豊かになるためだったのです。
２コリ 8:10　この件についてわたしの意見を述べておきます。それがあなたがたの益になるからです。あなたがたは、このことを去年から他に先がけて実行したばかりでなく、実行したいと願ってもいました。

２コリ 8:11　だから、今それをやり遂げなさい。進んで実行しようと思ったとおりに、自分が持っているものでやり遂げることです。

２コリ 8:12　進んで行う気持があれば、持たないものではなく、持っているものに応じて、神に受け入れられるのです。
２コリ 8:13　他の人々には楽をさせて、あなたがたに苦労をかけるということではなく、釣り合いがとれるようにするわけです。

２コリ 8:14　あなたがたの現在のゆとりが彼らの欠乏を補えば、いつか彼らのゆとりもあなたがたの欠乏を補うことになり、こうして釣り合いがとれるのです。

２コリ 8:15　「多く集めた者も、余ることはなく、／わずかしか集めなかった者も、／不足することはなかった」と書いてあるとおりです。

◆諸教会からの使者

２コリ 8:16　あなたがたに対してわたしたちが抱いているのと同じ熱心を、テトスの心にも抱かせてくださった神に感謝します。

２コリ 8:17　彼はわたしたちの勧告を受け入れ、ますます熱心に、自ら進んでそちらに赴こうとしているからです。

２コリ 8:18　わたしたちは一人の兄弟を同伴させます。福音のことで至るところの教会で評判の高い人です。

２コリ 8:19　そればかりではありません。彼はわたしたちの同伴者として諸教会から任命されたのです。それは、主御自身の栄光と自分たちの熱意を現すようにわたしたちが奉仕している、この慈善の業に加わるためでした。

２コリ 8:20　わたしたちは、自分が奉仕しているこの惜しまず提供された募金について、だれからも非難されないようにしています。

２コリ 8:21　わたしたちは、主の前だけではなく、人の前でも公明正大にふるまうように心がけています。

２コリ 8:22　彼らにもう一人わたしたちの兄弟を同伴させます。この人が熱心であることは、わたしたちがいろいろな機会にしばしば実際に認めたところです。今、彼はあなたがたに厚い信頼を寄せ、ますます熱心になっています。

２コリ 8:23　テトスについて言えば、彼はわたしの同志であり、あなたがたのために協力する者です。これらの兄弟について言えば、彼らは諸教会の使者であり、キリストの栄光となっています。

２コリ 8:24　だから、あなたがたの愛の証しと、あなたがたのことでわたしたちが抱いている誇りの証しとを、諸教会の前で彼らに見せてください。
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